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る ｢卒業プロジェクト｣ の一環として ｢多読ゼミ｣
を行なった｡ また､ 2010年度前期には､ 授業科目
｢ライティングⅠ｣､ ｢ライティングⅢ｣ でも多読教




















追加する目的で､ Oxford Reading Tree (ORT)
シリーズを含めた｡３)
｢多読クラブ｣ 開始期である2009年10月時点では､
ORT ２～9 (76冊)､ Oxford Bookworms (OBW)
１～６ (176冊)､ Penguin Readers (PGR) ０～
４ (107冊)､ Macmillan Readers (MMR) １～６
(158冊)､ 計517冊が揃った｡
｢多読クラブ｣ 開始から１､ ２カ月を経て､
Magic Tree House (MTH) 全冊 (28冊)､ さらに
YLの低い図書を補うために､ I Can Read (ICR)
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トに､ 読んだ日付､ 本のタイトル､ 出版社､ レベル､








前 (プレ)､ 多読後 (ポスト) の英語力と考えた｡


















YL 冊 割合(％) 冊 割合(％)
YL 0.2－1.0 210 28.3 341 36.9
YL 1.1－2.0 193 26.0 211 22.9
YL 2.1－3.0 179 24.2 212 23.0
YL 3.1－4.0 128 17.3 128 13.9
YL 4.1－5.0 25 3.4 25 2.7
YL 5.1－6.0 6 0.8 6 0.7
計 741 100 923 100
日程 YL 冊数 読書ペース
4.15～4.27 0.8～1.2 25冊 毎日２冊
4.28～5.31 1.3～2.4 34冊 毎日１冊
6.1～7.21 2.5～3.4 25冊 １週間４冊
8.4～10.5 3.5～3.8 20冊 １週間３冊
10.6～11.9 3.9～4.5 10冊 １週間２冊
11.10～2.8 一般洋書 15冊 １週間１～２冊
総合冊数計 129冊
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問１ 英語の本を読むのに抵抗がなくなった















































リーディング 伸び 総語数 総冊数
プレ ポスト プレ ポスト
Ａ 59 67 8 230 310 80 1,291,047 162
Ｂ 46 58 12 150 255 105 478,635 73
Ｃ 44 50 6 135 215 80 809,340 112
Ｄ 39 42 3 100 110 10 690,906 107
Ｅ 31 36 5 90 110 20 325,786 68
Ｆ 30 34 4 95 95 0 52,194 12




TOEIC SD 伸び SD
多読ゼミ学生




185.5 44.18 193.7 51.84 8.2 40.29
図１ ｢多読ゼミ｣ アンケート結果
島根県立大学短期大学部松江キャンパス研究紀要第49号(2011年)












































｢ライティングⅠ｣ 履修者､ １年生14名 (英語文
化系12名)､ ２年生２名 (日本語文化系２名)






を求めた｡ 同ページには､ 多読の方法､ 背景となる
理論､ 裏付けとなる研究が紹介され､ 多読を始める
学生への激励の言葉が載っており､ ほぼすべての学




励ましたり､ 問題がないか､ たとえば､ 難しすぎる
本を読んでいたり､ あまり読んでない学生がいない


























は6.5点だった｡ ｢ライティングⅠ｣ では､ ３点下がっ


































記録手帳』 (SSS英語多読研究会) を配布した｡ 初











実施回数は28回で､ 初回と最終回 (２月８日) に
｢多読ゼミ｣ と同様のクローズテストを実施した｡
活動終了後も ｢多読ゼミ｣ で用いたアンケートを行





















(n＝14) 30.1 43.4 13.3 45,745
WRⅢ












(語数) と､ 総実施時間 (毎回45分だが､ 実質35分
とし､ 各学生の欠席時間を除く) から大まかな読書
速度を出すと､ 76wpmの速さで読んでいたことに



























問４､ ８､ 10､ 11､ 12､ さらに問１､ 13が続き､ 平
均で４ポイント台である｡ 逆に､ 最も低い数値だっ






























































































































新たな参加者に 『読書記録手帳』 を配布した｡ その


























































































ａ. ｢クラブ１｣ のアンケート結果で､ 問５～７の























てもらったが､ 本の題名､ 語数､ YL､ 感想までしっ
かりと記録していた学生は８名中３名だった｡ 他は
題名のみだったり､ 感想もなかったりと､ 様々だっ

















2009年度は ｢卒業プロジェクト｣ の１つ ｢多読ゼ
ミ｣ の形で取り組んだ｡ 2010年度は､ より多くの学
生が多読に取り組めるシステム作りの一方策として､
多読プロジェクト担当者科目である､ ｢ライティン
グⅠ｣ (１年・前期) ｢ライティングⅢ｣ (２年・前





とった｡ すると､ 前期の早い段階で､ 図書館所蔵の
易しい多読本が数多く借りだされることになり､ そ










ことにした｡ 2010年度後期はThe Murders in the
Rue Morgue (OBW２､ YL 2.6)､ A Christmas
Carol (OBW3､ YL 3.2) ､ The Scarlet Letter
(OBW4､ YL 3.8) などを課題本とした｡ 原作に触
れることも大切ではあるが､ リトールド版を読むこ
とで､ 作品を読み切り､ 文学作品を楽しむ読書体験
















リーズ別､ YL別に整理し､ タイトル､ 語数を既に


















































５) 例えば､ Elley and Mangubhai, Tudor and
Hafiz, Hafiz and Tudor, Elley, Pilgreen and
Krashen, Cho and Krashen, Constantinoを参照｡








７) この読書計画はBeniko Mason, FVR付属の冊
子Notebook記載の読書計画を参考に作成した｡
８) 学生に読むことを指示したサイトは以下である｡
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井上 徹 ｢多読プログラム ― 常盤タドキスト運
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